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消極的な求婚者たち
―Jarlmanns saga ok Hermanns と Saga af Tristram ok Ísodd―1）
The Passive Wooers : Jarlmanns saga ok Hermanns
and Saga af Tristram ok Ísodd
林　　 邦 　彦
要　　　旨
14世紀にアイスランドで著されたとされる Jarlmanns saga ok Hermanns はア
イスランド独自の騎士のサガに含まれ，大きく分けて，本稿では A ヴァー
ジョン，B ヴァージョンと呼ぶ二種類の内容のものが伝承されている。この作
品の内容について，先行研究では伝統的なトリスタン物語を踏襲した Tris-
trams saga ok Ísondar および，アイスランド独自の騎士のサガ Konráðs saga 
keisarasonar との関係が指摘されてきたが，その大半は B ヴァージョンのみを
扱ったもので，AB 両ヴァージョンを扱ったものにも，その扱い方に問題が
残っている。そこで本稿では特に主要登場人物の人物像について，本作品の
AB 両ヴァージョンを比較して相違点を明らかにし，さらに本作品の内容を，
伝統的なトリスタン物語の改作で，同じく14世紀に著されたとされる Saga af 
Tristram ok Ísodd と比較し，内容的にどのような関係にあるかを考察し，これ
らの作品が生み出された背景を考える。
キーワード
騎士のサガ，トリスタン物語，Jarlmanns saga ok Hermanns，Saga af Tris-
tram ok Ísodd，Tristrams saga ok Ísondar
1 ．は じ め に
北欧語圏において受容，伝承されてきた，所謂トリスタン伝説に題材を
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取った作品として，最も重要視されてきたのは，1226年にノルウェー王
Hákon Hákonarson（在位1217-1263）の命で修道士 Robert によってノル
ウェー語で書かれたものと考えられている Tristrams saga ok Ísondar（以下
Tristrams saga とする）
2）
と呼ばれる作品である。Hákon 王の治世にはこの他
にも Chrétien de Troyes の Yvain など，主としてフランス語による文学作
品が多くノルウェー語に翻案されたが，これらの大半は今日ではアイスラ
ンド語による写本でしか遺されておらず，これら一連の作品は一般に rid-
darasögur（騎士のサガ）と総称されている。Tristrams saga も今日ではア
イスランド語による写本でしか遺されていないが
3）
，この作品は，現在で
は断片でしか遺されていない Thomas of Britain の作品がその原典だと考
えられ，宮廷本系のトリスタン物語の内容を完全な形で伝えるものとし
て，重要視されている。
一方，Saga af Tristram ok Ísodd（以下 Saga af Tristram とする）
4）
と呼ばれ
る作品は，恐らく14世紀にアイスランドにおいて著されたものと考えられ
ているが，Tristrams saga と比べ，人物やプロットの非常に基本的な内容
こそ変わらないが，分量は大幅に少なく，その内容は様々な点で大幅に異
なっている。その中でも，Saga af Tristram では Tristrams saga の場合と
比べ，Tristram と Mórodd 王（Tristrams saga では Markis 王）のいずれにつ
いても，その言動は，特に Ísodd（Tristrams saga では Ísond）を巡って，よ
り相手の望むところが叶いやすくするようなものになっており，互いの関
係がより悪化しないよう，より良好な状態に保たれるように描かれている
のが大きな特徴である
5）
。
この Saga af Tristram が創作されたとされる時期（14世紀）には，アイ
スランドにおいて上述の外国文学からの翻案である一連の作品群の様々な
モチーフを用いて独自に創られた騎士物語作品が多数存在する。こうした
アイスランド独自の騎士物語作品も「騎士のサガ」と呼ばれるジャンルに
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含まれ，それらの中には bridal-quest （求婚）がプロットを規定するもの
となっている作品が多く存在するが，それらの中にはトリスタン物語の影
響が明確に認められるものが複数存在する。
このような作品の中から特に伝統的なトリスタン物語を強く意識してい
ると思われる作品を一点取り上げ，その具体的な物語構成や人物描写につ
いて考察し，さらにはこの作品が，同時期にアイスランドにおいて，伝統
的なトリスタン物語を改変する形で著された Saga af Tristram と内容的に
どのような関係にあるかについて考えたい。まず取り上げるのは，アイス
ランド独自の騎士のサガに属する作品で，14世紀にアイスランドで著され
たと考えられている Jarlmanns saga ok Hermanns（以下 Jarlmanns saga）
6）
と
呼ばれる作品である。
2 ．Jarlmanns saga ok Hermanns
2．1　Jarlmanns saga の粗筋
Frackland の Uilhialmur 王には息子 Hermann と娘 Herborg があり，
Uilhialmur 王から領国をもらっていた伯爵 Rodgeir には Jarlmann という
息子がいた。Hermann は騎士となるべく，Rodgeir のもとで Jarlmann と
ともに教育を受け，Hermann と Jarlmann は乳兄弟となる。やがて
Uilhialmur 王が亡くなると息子の Hermann が王位を継ぐ。ある日の祝宴
の席で，Jarlmann が，王となった Hermann が独身であることを指摘する
と，Hermann は，自分に幸福をもたらすような女性は誰も知らないが，
もし知っているなら教えてほしいと言うと，Jarlmann は Myklagardur の
王の娘 Rikilat の名を挙げる。すると Hermann は Jarlmann に，彼女を自
分の妃として獲得してきてくれるよう頼む。Jarlmann は承諾し，Mykla-
gardur へ向けて出発する。その際，Jarlmann は Herborg からある指輪を
もらうが，その指輪は，相手の指にはめ，その状態で指輪が温かくなるま
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で指輪をつかんでいると，自分がその相手に，好きになってもらいたいと
思っている人物を相手が好きになる，という効能があるのであった。Jarl-
mann は Myklagardur に到着し，Rikilat と面会でき，Hermann のことを
称賛して話すと，彼女からは，Hermann と結婚するとの返事はもらえな
かったが，他の男とも結婚しないとの返事はもらえ，その約束の印として
Jarlmann と Rikilat は指輪を交換する。その際 Jarlmann は彼女に指輪をは
めてやり，それが温かくなるまでつかみ続ける。するとその後，彼女は
Hermann だけに思いをよせるようになる。
そんな折，Pul の Ermanus（B ヴァージョンでは Romanus）という名の王
子が Rikilat に求婚しに Myklagardur へやって来る。彼は多くの軍勢を従
えている。Ermanus の使者と遭遇し，その望むところを知った Jarlmann
は Myklagardur の王の前に出向き，自己紹介をし，用向きを伝え，さら
に Ermanus の件について伝えていた折，Ermanus の使者が12人の男達と
あらわれ，Ermanus が Rikilat に求婚しており，認められなければこの国
は攻撃を受け，王自身も命を落とすだろうと告げる。王は Ermanus には
屈しないと言う。Jarlmann はもし，Rikilat が Hermann の妻になるのな
ら，王を援助すると約束する。翌朝，戦いが行われ，Ermanus と彼らの
軍勢は皆斃され，Jarlmann が加わった Myklagardur の側が勝利する。
Jarlmann は Rikilat を連れての帰国を父の王に求める。王は Jarlmann に
Rikilat を与えると言うが，Jarlmann が断ると，王は，Rikilat が同意して
いるのであればとの条件で帰国を認める。かくして Jarlmann は Rikilat を
Hermann の妃として連れて帰国の途に就く。
この間，Frakkland には，Blavkumannaland の Romanus 王（B ヴァー
ジョンでは Suiþiot の Ermanus 王子）がやって来て，使者を通じて Hermann
に対し，Romanus に Hermann の妹 Herborg を与えることと，Hermann
がキリスト教信仰を捨てることを求める（B ヴァージョンでは Hermann が
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Ermanus に Herborg を与えることのみが求められる）。Hermann はこれを断
り，両軍勢の間で戦いが行われる。戦いでは伯爵の Rodgeir が落命する
が，Romanus も命を落とし，Hermann 側の勝利となる。やがて Jarlmann
が Rikilat を連れて帰国し，Hermann は大いに喜ぶ。
しかし，その後，Hermann は特に根拠もなく，Jarlmann と Rikilat が不
倫関係に陥るのではないかと邪推し，そのことで気を悪くした Jarlmann
は一旦自分の領国へ帰る。しかし，その後 Affrika からやって来た kuflvn-
gar（頭巾男）と名乗る12人の黒頭巾の男たちに Rikilat が連れ去られると
いう事件が起きる。Hermann はショックで寝込んでしまう。Herborg は
Jarlmann のもとに使者を送って助けを求める。Jarlmann は Hermann の
もとを訪れ，激励する。二人は和解し，Jarlmann は（これはあなたのためと
いうよりもむしろ Rikilat のためだ，とは言うものの）Rikilat を探しに出かけ
る。その際，Hermann は，来るように言われたら Jarlmann のもとへ駆け
つけると約束する。
Jarlmann は Serkland 国を訪れ，その国の王 Rudennt が頭巾男を遣って
Rikilat を誘拐させ，Rikilat は今 Balldak という山で王の片親違いの姉妹
（B ヴァージョンではおば）の Þorbiórg という名の巨人女の許に監禁されて
いることを知る。Rudennt 王の信頼を得た Jarlmann は王の許嫁を見たい
と頼み，王とともに Balldak 山へ行き，Þorbiórg に連れられて出てきた
Rikilat と再会する。
その後，Jarlmann は Rudennt に Þorbiórg への求婚の意志を伝え，
Rudennt を通じ，Þorbiórg の同意を得る。そして Jarlmann は Hermann
を Serkland へ呼ぶ。クリスマスに Rudennt と Rikilat，Jarlmann と Þor-
biórg という二組の結婚の祝宴が開かれる。二組がそれぞれ寝室に入る
と，Rudennt につきそって来た Hermann は彼を殺害し，Rikilat を救い出
す。一方の Jarlmann は Þorbiórg に剣を突きたてるも，Þorbiórg に足を摑
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まれて苦境に陥るが，応援に駆けつけた Hermann の助力で Þorbiórg は落
命。かくして Jarlmann と，彼の指図どおりに動いた Hermann との協働
で Rikilat の奪還に成功する。帰国後，Hermann は Rikilat と結ばれ，Jarl-
mann に自らの妹 Herborg を妻として与え，また彼の財産の半分を与え
る。以上がこの作品の粗筋である。
2．2　Jarlmanns saga の先行研究
2．2．1　トリスタン物語との関連を扱った Jarlmanns saga の先行研究
本作については，特にトリスタン物語と関連して，過去の研究者によっ
て以下に述べる指摘がなされている。
Margaret Schlauch（1934）
7）
は，There are many traces of the influence 
of the Tristan story in the North, apart from the Norse translation of 
it.（Schlauch 1934 :  150）と述べた後で，It is as if some sagaman decided to 
show how an honorable gentleman should behave when confronted with 
Tristan’s problem.（Ibid. : 151）と指摘し，その例の一つとして Jarlmanns 
saga を挙げ，Jarlmann が自ら Rikilat を娶るよう彼女の父から勧められる
も，それを断る場面について，In the Jarlmanns saga ok Hermanns, too, 
the faithful emissary refuses to become a drottinsvikari…（Ibid. :  152）と述
べている。
Paul Schach（1969）
8）
は，Jarlmann から Hermann との結婚話を持ち掛け
られた Rikilat が，Jarlmann が壁に描いた Hermann の絵を見て「自分で
決めることができながら，この方を選ばない女性がいるとは思えません
（ecki kann eg ætla, ad nóckur munde sig ódru vijs kiosa, þó sialfur ætte umm ad 
ráda.）」（JS-B : 9 ）と語る点について，Tristrams saga の岩屋における彫像
のエピソードのヴァリエーションであると指摘している。（Schach 1969 :  
91-92）
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Marianne Kalinke（1990）
9）
は，本作の粗筋を追いながら，先の Schlauch
（1934）の指摘とも関連するが，この物語の中世の受容者が，Tristrams 
saga を既に読んでいる文学研究者ほどにトリスタン伝説特有のモチーフ
を知っていれば，Jarlmanns saga に接した際，作中で三角関係が発生する
と予感したのではないかと述べ，Hermann に Rikilat との仲を邪推された
ことで Jarlmann が怒って宮廷を去っていた折に頭巾男達に Rikilat を奪わ
れたことについては，Jarlmann がいればこの件は防げた可能性があり，
Jarlmann を怒らせて宮廷を去らせた Hermann にも責任の一端があると指
摘している。（Kalinke 1990 :  169-179, 201）
本作品については，特にトリスタン物語との関係については先行研究で
このような点が指摘されている。特に Schlauch（1934）や Kalinke（1990）
の指摘にあるように，本作品の前半部における，Jarlmann が Hermann の
ために Rikilat に求婚する過程においては，伝統的なトリスタン物語を踏
襲した作品と言える Tristrams saga における Tristram と Ísond の二人と
Markis 王の間での対立の構図と極めて類似した状況につながる設定が
Jarlmann，Rikilat と Hermann の間で作られながらも Tristrams saga のよ
うな展開にはならない。
以上が Jarlmanns saga と Tristrams saga の関係を巡る先行研究である
が，この Jarlmanns saga については，Tristrams saga の他にもう一点，別
の作品を強く反映していることが指摘されている。それは Jarlmanns saga
と同じくアイスランド独自の騎士のサガに含まれる Konráðs saga keisara-
sonar（以下 Konráðs saga とする）
10）
と呼ばれる作品である。
2．2．2　Jarlmanns saga と Konráðs saga
この Konráðs saga は，恐らくは14世紀にアイスランドで著されたもの
と考えられ，48点の写本によって伝えられている作品であるが，その粗筋
は以下のとおりである。
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2．2．2．1　Konráðs saga の粗筋
Saxland 王 Rikardr の息子 Konradr は伯爵 Rodgeir の許で Rodgeir の息
子 Rodbert とともに養育され，二人は乳兄弟となる。Konradr は余人に劣
らぬ風貌を誇り，すべての武勇に秀でるが，Rodbert はどうしても武勇で
は Konradr に敵わず，その代わりに外国語能力の習得に勤しみ，Konradr
に対してはもっともらしい理由をつけて外国語を学ばせないようにする。
やがて Rodbert は Konradr の妹 Síuilía を妊娠させる。Rikardr は Rodbert
の殺害を命じるが，Konradr は助命を嘆願し，認められる。もっとも
Rodbert は国を追われることにはなるが，Rodbert は，Konradr の保護が
なければ，Rikardr 王が追手をよこし，彼を殺させるのではないかと恐
れ，Konradr は Rodbert とともに出発することになる。彼らには多数の随
行者もつく。行先は Miklagardr となったが，Konradr は外国語はでき
ず，Rodbert が通訳を務める。Miklagardr の王には Mattilldr という名の
娘がいて，彼女は知力，外国語能力に優れて，Konradr 以外の男とは結婚
しないと決めていた。Miklagardr に着くと，Rodbert は Konradr が外国
語ができないのを利用して自らが Konradr であると称し，Konradr のこと
を伯爵の Rodber t と紹介する。王はそれを信じる。Konradr と称する
Rodber t は王に，Mattilldr との結婚の希望を伝える。しかし Mattilldr
は，Rodbert と紹介された人物の方が Konradr と称する人物よりも風貌で
勝り，随行者達が何ら Konradr と称する人物の言うことには反応せず，
Rodbert とされる人物の言動にはすぐに対応する様を不審に思い，あると
き，Konradr が一人で Mattilldr の部屋へ行くと，彼女は70もの言語が記
された紙を用いて自らと Konradr がともに理解できる言語を見つけ，
Konradr とコミュニケーションをとった結果，Rodbert の詐称が発覚す
る。Konradr は，習得した現地語で Mattilldr の父王に事実を述べると，
王から不思議な緑の石を探して来るようにとの課題を与えられ，それを達
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成する。また，王は Konradr と一騎打ちをした結果，彼は王を馬から落
とし，さらに Konradr と Rodbert が一騎打ちをした結果，Konradr が勝利
を得る。Rodbert の詐称は疑いないものとなり，王は Rodbert の殺害を望
むが，Konradr は助命を嘆願し，Rodbert に二度と自分の前に姿を現さな
いよう命じる。Rodbert は追放され，Konradr は Mattilldr と結ばれる。以
上が Konráðs saga の粗筋である。
2．2．2．2　Konráðs saga との関係を扱った Jarlmanns saga の先行研究
この Konráðs saga と Jarlmanns saga の関係については，かねてより，
Jarlmanns saga の作者は Konráðs saga を知っていたのではないかと指摘さ
れ，Jarlmanns saga の作者が Konráðs saga の内容に不満を抱き，Konráðs 
saga に対する意見ないしは反論として Jarlmanns saga を著したのではな
いかとの解釈がなされている（Cederschiöld 1884
11）
:  cliii, Bibire 1985
12）
:  68, Ka-
linke 1990 :  169-179）。それは，Jarlmanns saga における，王子で後に王と
なる Hermann と伯爵の Jarlmann，Konráðs saga における王子 Konradr と
伯爵の Rodbert がそれぞれともに，伯爵の父の許で育てられた乳兄弟の
関係にあり，しかも伯爵の父がいずれの作品においても Rodgeir という名
で，伯爵の方が，その乳兄弟でもある王あるいは王子のために代理で求婚
するという共通した設定を持ちながらも，両作品の間で，王（王子）およ
び求婚対象の女性に対する伯爵の態度が正反対で，Rodbert が Konradr を
裏切って求婚対象の女性を我がものとしようとするのに対し，Jarlmann
は求婚過程においてはひたすら Hermann のためを思って行動し，たとえ
機会があっても求婚相手の女性を我がものとしようとはせず，なおかつ作
品が著された順番では，Konráðs saga が Jarlmanns saga に先行すると考え
られていることを根拠としたものである。
確かに，上述の両作品間における主要登場人物の設定およびプロットの
始まりに見られる共通性は明白で，その後のプロットの展開，ならびにそ
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れをもたらす伯爵の人物像の対照性からは，Jarlmanns saga の作者が Kon-
ráðs saga を意識していたことは十分に考えられよう。しかし，このこと
は同時に，Jarlmanns saga の作者が，Konráðs saga における Jarlmanns 
saga との最大の相違点である，求婚を実際に行う伯爵が乳兄弟である王
（王子）を裏切って相手女性を我がものとしようとする行為，あるいはそ
うした行為を行う伯爵の人物像そのものを快く思わず，あくまで純粋に王
（王子）のためを思って行動する代理求婚者を理想と考えていたとの解釈
を伴う。その意味するところについては後述したい。
2．2．3　Jarlmanns saga の先行研究における問題
以上が Jarlmanns saga について，Tristrams saga および Konráðs saga と
の関連において論じた先行研究であるが，これらの先行研究においてほと
んど無視されている，ある重要な点について考えてみたい。それは，14世
紀に著されたとされる Jarlmans saga を伝える写本は，15世紀以降のもの
とされる71点が確認されているが，この作品はこれらの写本によって，大
きく分けて二種類の内容のものが伝承されているという点である。それ
は，15世紀後半のものとされる羊皮紙写本 AM556b 4 to，16世紀前半のも
のとされる羊皮紙写本 AM510 4 to 等によって伝承されているもの（以下
A ヴァージョンとする）
13）
と16世紀のものとされる羊皮紙写本 AM529 4 to や
17世紀のものとされる紙写本 AM167等に代表される写本群によって伝承
されているもの（以下 B ヴァージョンとする）
14）
の二種類で，写本の年代で
は A ヴァージョンの方が B ヴァージョンより古く，分量も多いが，粗筋
のレベルでは両ヴァージョンの間に大きな違いはない。
しかし，先に本作品について，Tristrams saga および Konráðs saga との
関連において論じた先行研究として挙げたものでは，Kalinke（1990）を除
き，専ら B ヴァージョンのものしか扱われておらず，Kalinke（1990）で
は A ヴァージョン，B ヴァージョンともに扱われているが，一部の箇所
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を除き，この二つのヴァージョンを別のものとして取り上げるのではな
く，Jarlmanns saga という一つの作品を論じる中で，あるときは A ヴァー
ジョンから引用し，あるときは B ヴァージョンから引用するという形
で，両ヴァージョンを一緒くたにしてしまっている
15）
。また，Kalinke
（1990）が A ヴァージョンと B ヴァージョンを分けて扱っている数少ない
箇所についても，その扱い方には問題が残っている。
そこで，本稿では，先行研究で問題にされてきた主要登場人物達（Her-
mann，Jarlmann，Rikilat）の人物像に関わる点に関し，AB 両ヴァージョン
間の相違について考えてみたい。
2．3　Jarlmanns saga の二つのヴァージョンの相違
まず，Kalinke（1990）が A ヴァージョンと B ヴァージョンを分けて
扱っている数少ない箇所のうちの一つについて考えてみたい。それは，本
作品で Jarlmann が Hermann のために代理として Rikilat に求婚する過程
おいて，代理求婚者の Jarlmann が求婚相手 Rikilat の父から Jarlmann 自
らが Rikilat を娶るよう勧められる点である
16）
。この点については Jarl-
manns saga の AB 両ヴァージョン間で相違がある。Jarlmann が Rikilat の
父から，Jarlmann 自らが Rikilat を娶るよう勧められる箇所が存在する限
りでは両ヴァージョンとも変わらないが，B ヴァージョンではそれが作品
中一度だけであるのに対し，A ヴァージョンでは二度にわたって Rikilat
の父から，Jarlmann 自らが Rikilat を娶るよう勧められるのである。
まず B ヴァージョンであるが，Jarlmann が自ら Rikilat を娶るよう勧め
られるのは，戦いで Ermanus と彼らの軍が皆斃され，Jarlmann の側が勝
利した後の一カ所のみである。
Kongur seigir :  “Suo mikit eigum vier þier at launa”, seigir hann, “ok 
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mikill skadi er oss, at slikir menn vilia eigi hjaa oss stadfestast. Eda 
huar fyrir annt þu þier eigi hins besta rikis? Þuiat vel hefdir þu til un-
nit, þott þu hefdir átt hana sjaalfa.” Jarlmann seigir :  “Eigi fyrir þina 
dottur ne mikit riki vil eg drottins-suikari heita.…”
王は言う，「我々はそなたには大いに報いてやらねばなりません」と
彼は言う，「そのような方が我々の元に落ち着かれないというのは
我々にとって大きな損失です。あるいは，なぜそなたはこの最高の国
を自分に与えないのですか。なぜならそなたはこれを堂々と獲得した
のだし，彼女（リーキラート）のことだって我が物にしたんですぞ。」
ヤールマンは言う，「あなた様の娘様の事につきましても，強大な国
の事につきましても，私は決して主君の裏切り者と呼ばれるような事
にはなりたくありません……」（JS-B : 18）（引用は原文のまま。Jarl-
manns saga の B ヴァージョンからの引用は「JS-B」と表記し，Hugo Ryd-
berg の版の頁数を記す。以下同様。）
一方の A ヴァージョンでは，Ermanus が Rikilat に求婚しにやって来
て，結婚が認められなければ，この国は攻撃を受け，王自身も命を落とす
だろう，と告げた折であるが，Jarlmann は，もし Rikilat が Hermann の
妻になるのなら，王を援助する，と約束した際，以下のように，Rikilat
の父王から Jarlmann 自らが Rikilat を娶るよう勧められる。
kongur suarade. “min dotter Þætte mer uel gipt Þott hon ætte slikan 
mann sem mer lizt Þu uera. Ok Þui leitar Þu ÞessaRa mära helldur 
fyrer annann enn sialfan Þik”.“Þui” seger hann “at ek uil eigi uera 
drottinns suiki.enn saa madur er helldur uid hennar hæfi enn ek”. 
王は答えた，「私の娘はそなたのような男と結ばれたなら良い結婚だ
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と思うところです。なぜそなたはこの件をそなた自身ではなく他の方
のために求めているのですか。」「それは」と彼（ヤールマン）は言っ
た，「私は決して主君を裏切りたくはないからです。その方は私より
も彼女（リーキラート）にお似合いです。」（JS-A :  21-22）（引用は原文の
まま。Jarlmanns saga の A ヴァージョンからの引用は「JS-A」と表記し，
Agnete Loth の版の頁数を記す。以下同様。）
B ヴァージョンでは Jarlmann が，もし Rikilat が Hermann の妻になる
のなら，王を援助する，と約束した際には，王はそれに同意はするが，
Jarlmann に自ら Rikilat を娶るよう勧めるとの記述はない。（JS-B : 14）
A ヴァージョンに話を戻すと，その後，戦いで Ermanus と彼らの軍勢
は皆斃され，Jarlmann の側が勝利し，Jarlmann が Rikilat を連れての帰国
を父王に求めると，ここで Jarlmann は再び父王から，彼自らが Rikilat を
娶るよう勧められる。細かな発言の内容は異なるが，ここで父王から，
Rikilat を娶るよう勧められる点は B ヴァージョンと同様である。
kongur bidur hann stadfestazt Þar. ok segizt munu gefa honum Rikilat. 
kuad hann mackligaztann hennar at niota fyrer Þann sigur sem hann 
hafdi unnit. enn Jarlmann bad hann ecki tala odreingkap til sin. “ok 
mun mier illa lika ef ek fæ ecke mitt erennde”. 
王は彼（ヤールマン）にその地に落ち着くよう頼み，彼にリーキラー
トを与えると言い，彼は獲得した勝利ゆえに，彼女を娶るに最もふさ
わしいと言った。しかしヤールマンは彼に，さもしいことはおっしゃ
らないで下さいと言い，「私は自分の使命を果たさなければ，私とし
て納得できかねます」と言った。（JS-A : 33）
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このように，Jarlmann は二度にわたり，Rikilat の父から Jarlmann 自ら
が彼女を娶るよう勧められ，その都度それを断っている。
Kalinke（1990）は「Rikilat の父は，彼の娘を代理求婚者（Jarlmann）に
差し出しさえする」と述べたところの注で，「古い版（A ヴァージョン）で
は父は Rikilat を二度 Jarlmann に差し出すが，新しい版（B ヴァージョン）
では大勝利の後の一度のみである」（Kalinke 1990 : 173）と述べているが，
その注の付けられた箇所の10行ほど後の別のところの注で，Saga af Tris-
tram では Tristram は最初に Ísodd の母の Flurent から，次に Ísodd 自身
から，さらには Mórodd 王から，Tristram 自らが Ísodd を娶るよう勧めら
れることを記し，Jarlmann が Rikilat の父から Rikilat を自ら娶るよう勧め
られる点は Saga af Tristram を想起させると述べている（Ibid. :  174）。
このように Kalinke（1990）は，AB 両ヴァージョンで，Jarlmann が
Rikilat の父から彼女を直接娶るよう勧められる回数が異なることに触れ
ながら，その点とは関連させずに一方で，ただ「代理求婚者の Jarlmann
が求婚相手 Rikilat の父から Jarlmann 自らが Rikilat を娶るよう勧められ
る」という点だけを取り上げて，そのことが Saga af Tristram を想起させ
ると述べている（Ibid. : 174）。しかし，ここで見られた AB 両ヴァージョン
間の相違を Saga af Tristram と比較してみるとどうであろうか。そこでこ
の点と関連して，さらに Kalinke（1990）が指摘していない点を取り上げ
たい。それは，A ヴァージョンでは Jarlmann が求婚の旅に出る際に，
Hermann 自身から
“enn ef Þer lizt hon uel ok Þo eigi uid mitt hæfi. Þaa mattu bidia hen-
nar Þier til handa.…”
「もしリーキラートがそなたにとって良いと思われても，私には似つ
かわしくないと思うなら，そなたが彼女を娶ってもよい。……」
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 （JS-A : 9 ）
と言われる箇所である。この Hermann の台詞は B ヴァージョンには存在
しない。
「求婚相手 Rikilat の父王が代理求婚者 Jarlmann に対し，彼自らが
Rikilat を娶るよう勧める」回数が，B ヴァージョンでは一回であるのに対
し，A ヴァージョンでは二回となっているのは Kalinke（1990）の指摘の
通りだが，勧める側を求婚相手 Rikilat の父に限らなければ，「Jarlmann が
自ら Rikilat を娶るよう勧められる」のは B ヴァージョンでは一回のまま
変わらないが，A ヴァージョンでは，Rikilat の父から二度勧められる前
に，代理求婚の依頼者である Hermann 本人から直接，条件付きで Jarl-
mann が自ら Rikilat を娶ることを勧められる形になっている。その結果，
A ヴァージョンでは Jarlmann が繰り返し，しかも複数の人間から，
Rikilat を自らが娶るよう勧められながらも，その都度，一貫してそれを
断り続ける形になっており，一度 Rikilat の父から勧められる B ヴァー
ジョンと比べ，遥かに Saga af Tristram のケースと類似している。A
ヴァージョンでは Jarlmann の Hermann への忠誠心が試される場面が多
く設定され，その分，Jarlmann にとっては打ち勝つべき問題の難度が増
していることになる。
さらに，両ヴァージョンの間には，Kalinke（1990）が指摘していない主
要登場人物の人物像に関わる相違が存在する。それは Rikilat が誘拐され
た後，その誘拐を指示し，彼女を我がものにしようとしている Serkland
の Rudennt 王のもとへ乗りこんだ Jarlmann が，王の許嫁に会わせてくれ
るよう頼み，彼女が監禁されている Balldak 山へ王とともに赴き，山から
連れ出されてきた Rikilat と Jarlmann が対面する場面である。そこで Jarl-
mann は Rudennt 王から自らの許嫁についての感想を聞かれ，Jarlmann
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が答える箇所がある。この場面については，ここまでは両ヴァージョンに
共通するが，A ヴァージョンでは Jarlmann が答えた後，地の文に次のよ
うな記述がある。
kemur honum nu j hug at drepa konginn. ok uita huort hann kæmizt j 
burt. enn Rikelat sáá huat honum bio j skapi ok teiknar til hans at þat 
væri bane þeirra all‹r›a medan Þorbiorg uæri til.
この時，彼（ヤールマン）は王を殺すことを思いつき，逃げ去ること
ができるかわかった。しかしリーキラートは彼の心の内を見抜き，ソ
ルビョルクがいる限りはそのような事をしては自分達全員の死につな
がることを身振りで伝えた。（JS-A : 51）
この記述があるのは A ヴァージョンのみである。A ヴァージョンでは
これ以前にも以降にも Jarlmann が自ら王に手をかけようとすることはな
い。（そもそも二組の結婚の祝宴の後，Rudennt 王を殺すのは Hermann の方で，
Jarlmann は Þorbiórg に剣を突きたてる。）このエピソードのない B ヴァー
ジョンでは Jarlmann が Rikilat 奪還の旅に出て以降，最後まで彼が直接
Rudennt 王を殺そうとすることはない。B ヴァージョンではこの Rikilat
が Jarlmann の考えるところを見抜いて警告するエピソードがないこと
で，B ヴァージョンの Jarlmann の方が A ヴァージョンに比べ，より冷静
沈着に行動する人物との印象を与える。
一方，Rikilat については以下のような両ヴァージョン間の相違も存在
する。それは，Rikilat との仲を疑われた Jarlmann が宮廷を去った後に
やって来た頭巾男達に対する Rikilat の態度を巡るものである。Hermann
が頭巾男達に対して好意的であるのは AB 両ヴァージョンとも変わらない
が，Rikilat については A ヴァージョンでは以下のような記述がある。
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litid uar Rikilat um þaa. ok sagdi at þeir mundi illa Raun gefa.
リーキラートは彼らのことはほとんど何とも思わなかった。そして，
彼らに酷い目に遭わされるのではないかと言った。（JS-A : 37）
この，Rikilat が頭巾男達に対して抱いた印象の記述や彼女による懸念
表明は B ヴァージョンにはない。先に，Rikilat が，Jarlmann が Runennt
王を殺そうとしているのを見抜き，それをやめるよう身振りで伝える描写
が A ヴァージョンにしか存在しないことを述べたが，この描写も，頭巾
男達を巡る懸念表明も，いずれも Rikilat が Hermann の妻となるべく
Frakkland へ来てからのことであり，それ以後，ここで挙げた二箇所以外
には，AB 両ヴァージョンともに，Rikilat が自分達に及ぶ危険を察知して
警告を発する箇所は存在しない。Frakkland 到着後，A ヴァージョンでは
存在した Rikilat のこのような言動が B ヴァージョンではすべて存在せ
ず，A ヴァージョンの Rikilat は危機に際して能動的で臨機応変に対応で
きるのに対し，B ヴァージョンの Rikilat は受動的との印象を与える。
このように，Jarlmanns saga の AB 両ヴァージョンの間には，本作の主
要登場人物達の人物像に関わるものとして上述の相違が見られたが，その
うちの一点は，B ヴァージョンと比べ，A ヴァージョンでは遥かに Saga 
af Tristram との類似性が見られるものであった。そこでさらに，Jarl-
manns saga の AB 両ヴァージョンのうちのどちらか一方か，あるいは AB
両ヴァージョンに共通して，Saga af Tristram との間で見られる類似およ
び相違点について考察し，Jarlmanns saga の物語および人物像の特徴をさ
らにはっきりと浮かび上がらせたい。
2．4　Jarlmanns saga と Saga af Tristram の比較
既述のように，伝統的なトリスタン物語を踏襲している Tristrams saga
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の場合と比べ，Saga af Tristram では，Tristram の言動は Ísodd との不倫
をもたらすものとなっているとはいえ，彼女を巡って，より Mórodd 王
の意向に沿うものになっており，Mórodd 王との関係がより悪化しないよ
う，より良好な状態に保たれるように改変されている。Mórodd 王から
Ísodd を自ら娶るよう差し出されても断り，その後，自国が敵に侵略され
ると，自国の勝利のために Ísodd との不倫関係をやめることを神に誓約
し，勝利が得られた後，国を後にする
17）
。一方の Jarlmanns saga は，既述
のように作品の前半部では，主要登場人物である Jarlmann と Rikilat，
Hermann の間において，伝統的なトリスタン物語におけるものと同様の
三角関係につながりうる設定が作られながらも，Jarlmann の方から
Rikilat を巡って Hermann との関係を悪化させることはなく，Jarlmann と
Rikilat の間に不倫関係は発生せず，この点で Jarlmanns saga と Saga af 
Tristram は共通した傾向を持つと言えよう。
一方，Saga af Tristram の Mórodd 王と Jarlmanns saga の Hermann の
人物像は明らかに異質のものである。既述のように，Saga af Tristram で
は Tristrams saga と比べ，Mórodd 王の意向や言動がより，Ísodd を巡る
Tristram の望みに沿うものとなっており，二人の不倫関係を気にする度
合いが少なく，他の点でも Tristram に対してより好意的なものとなって
いる。その最たるものは，Mórodd 王が Ísodd と国を Tristram に譲ろうと
するエピソードであり，作品中，Tristram と Ísodd の不倫関係を示す証拠
を目の当たりにしてもそれを気にする度合いが少なく，最後に二人の死を
知らされると大いに悲しみ，Tristram の息子を国に呼び寄せ，王位を譲
り，自らは聖地へと赴くなど，Tristrams saga の Markis 王に比べ，Tris-
tram と Ísodd に対して寛容で，慈しみ深い王との印象を与える
18）
。
しかし，Jarlmanns saga の Hermann は，何の根拠もなく，A ヴァー
ジョンでは「Jarlmann が Rikilat を誘惑するのではないか」
19）
，B ヴァー
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ジョンでは「Rikilat が Hermann よりも Jarlmann の方をより愛し，また
Jarlmann が彼女を誘惑するのではないか」
20）
との疑いを抱く。この点は，
両ヴァージョンの間では，疑いが向けられる相手が Jarlmann だけか，そ
れとも Jarlmann と Rikilat の両方であるかの違いを除けば共通している点
である。
このように，Saga af Tristram と Jarlmanns saga を比較すると，代理求
婚者の求婚相手および求婚を命じた主君に対する態度については，Saga 
af Trisram に見られた Tristrams saga からの改変傾向と Jarlmanns saga の
間に共通性が見られるが，求婚を命じた主君については正反対であること
がわかる。
次に求婚相手の人物像であるが，そもそもトリスタン物語と Jarlmanns 
saga では求婚相手の陥った立場が大きく異なる。トリスタン物語では求
婚相手は媚薬により，本来愛してはいけない相手を愛するようになるのに
対し，Jarlmanns saga では求婚相手は魔法の指輪により，本来愛すること
が求められている相手を愛するようになるからである。この点で，両者が
愛を強要する小道具によって陥る状況は正反対のものだと言える。その上
で，「道ならぬ恋」への関わりについて Saga af Tristram と Jarlmanns saga
の間でどのような共通点あるいは相違点があるかを考えてみたい。
Saga af Tristram の Ísodd は Tristrams saga の Ísond の場合と比べ，身
内を奪われた怒りや悲しみを忘れ，殺人者の Tristram を許すまでの過程
が早まっており，さらには彼を夫に得ようとするまでになる。さらに王妃
となってからは，Tristrams saga では自らと Tristram との関係が露見する
のを恐れ，口封じのために奴隷達に命じて侍女の Bringvet を殺そうとす
るが，この箇所は Saga af Tristram ではあくまで Bríngven が自らに忠実
であるかどうか知ろうとしたのみで，殺すつもりはなかったという形に変
更されている。また，Tristrams saga において存在した，奴隷達に対する
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Ísond の矛盾した言動は，Saga af Tristram では削除されている
21）
。こうし
た特徴は，Jarlmanns saga について，B ヴァージョンと比較した際に A
ヴァージョンにおいて見られる，危機に際して冷静で現実的かつ能動的な
態度を示す Rikilat と比較的類似性が見られるのではないだろうか。
一方で，Rikilat については，Jarlmanns saga の AB 両ヴァージョンに共
通して，以下に述べるような面が見られる。
Jarlmanns saga の Rikilat は，魔法の指輪により，Hermann を愛するよ
うになる。しかし彼女を巡る描写のうち，Jarlmann との不倫につながる
危険を思わせるような記述が繰り返し登場するのである。これは以下に示
すように，AB 両ヴァージョンの間でこうした記述が現れる箇所の相違は
あるものの，両ヴァージョンに共通して見られる点である。
まず A ヴァージョンでは Rikilat が Jarlmann とともに Frakkland に到着
後，皆に愛されたことが記された後，
aunguan mann giorer hon sier iafnkæran sem Jarlmann.
彼女は誰をもヤールマンと同じほど好きになることはなかった。
 （JS-A : 34）
とあり，Jarlmann が Hermann から，彼が Rikilat を誘惑するのではない
かとの疑いをかけられ，怒った Jarlmann が宮廷を後にすると，
j kongs garde haurmudu aller hans bruttferd. ok mest fru Rikelat.
王の宮廷では誰もが彼の出発を悲しんだが，最も悲しんだのはリーキ
ラート夫人であった。（JS-A : 36）
とある。一方，B ヴァージョンでは，Rikilat が Jarlmann とともに Frak-
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kland に到着後，皆から好感を持たれ，多くの善良な男達と仲良くなり，
彼女が誰に対しても親切で控えめであったことは記されるが（JS-B : 24），
Jarlmann を特別視していたとの記述はない。しかし，Jarlmann が Her-
mann から，彼と Rikilat が不倫に至るのではないかと恐れていると言わ
れ，怒った Jarlmann が宮廷を後にするにあたり，Rikilat のもとへ行き，
暇乞いをすると，
Hun bad hann vel fara, ok gat hun ecki fleira vid hann mællt fyrír 
harmi.
彼女は彼の幸運を祈ったが，悲しみのあまりそれ以上彼と話すことが
できなかった。（JS-B : 25）
とある。そして，Jarlmann が自分の臣下達と立ち去ると，皆が悲しい思
いをしたとの記述はあるが，A ヴァージョンに見られた「最も悲しんだの
は Rikilat であった」との記述はない。しかし，その後，頭巾男達に誘拐
されるまでのところで
Rikilat var iafnan okát, sidan Jarlmann for aa brutt, ok liet þo sem 
minst aa sier finna.
ヤールマンが立ち去ってからというもの，リーキラートはいつも気分
がさえなかったが，極力それを悟られないようにした。（JS-B : 26）
との記述がある。AB いずれのヴァージョンにおいても Rikilat の方から
Jarlmann との不倫に至る言動が実際になされるわけではなく，また，Jarl-
mann が去ったために Rikilat が大いに悲しんだことが，すぐさま彼女が
Jarlmann に対し恋愛感情を抱いていたことを示すとは限らない。しかし，
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Rikilat についてこのような記述が繰り返されれば，先に挙げたKalinke
（1990 : 173）の指摘にもあったが，トリスタン物語（Tristrams saga，Saga af 
Tristam のどちらであるかにかかわらず）を知る受容者であれば，Rikilat の中
に Jarlmann に対する道ならぬ恋心を感じ取ったとしても不思議はないで
あろう。この点は Jarlmann の言動の描写とは大きな違いである。
2．5　Jarlmanns saga をめぐる考察のまとめ
そこで，ここまでの考察についてまとめてみたい。Jarlmanns saga の
AB 両ヴァージョンを比較すると，Jarlmann が Rikilat を自ら娶るよう勧
められるのが一度のみの B ヴァージョンに対し，A ヴァージョンではそ
れが時間をおいて繰り返され，その都度 Jarlmann が断る形となり，また
誘拐された Rikilat を奪還する過程の描写では，B ヴァージョンの Jarl-
mann の方がより冷静沈着に行動する人物との印象を与える。一方，
Rikilat については，A ヴァージョンでは危機に際して現実的かつ能動的な
態度を示す箇所が B ヴァージョンにはない。
次に Jarlmanns saga のいずれかのヴァージョンおよび両ヴァージョン
に共通して Saga af Tristram との間で見られる類似点および相違点である
が，両作品にはともに，主君の命を受けた代理求婚者が主君を裏切り，本
来主君と結ばれるべき求婚相手との間で不倫関係に陥ったり，その求婚相
手を自らのものにしようとすることに異を唱える傾向が見られる点で，こ
の二つの作品には共通性が見られる。しかし，求婚を命じた主君について
は正反対で，Tristrams saga の Markis 王と比べ，Saga af Tristram の
Mórodd 王の態度が Ísodd を巡って Tristram に好意的なものになっている
のに対し，Jarlmanns saga の Hermann は確固たる理由もないまま Jarl-
mann と Rikilat の仲を疑い，その様は滑稽でさえある。この二点はそれぞ
れ，Jarlmans saga の両ヴァージョンに共通して Saga af Tristram との間で
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見られる類似点と相違点である。一方，求婚相手については，Rikilat に
は AB 両ヴァージョンに共通して Jarlmann との不倫につながる危険を思
わせるような記述が繰り返し登場したが，A ヴァージョンの Rikilat と
Saga af Tristram の Ísodd との間には，危機に際しての現実的，能動的な
態度という共通性が見られた。
3 ．結　　　語
既述のように Jarlmanns saga と Saga af Tristram はいずれも14世紀にア
イスランドにおいて著されたとされている作品である。アイスランドは
1262年から1264年にかけてノルウェー王の支配下に入り，それまでのゴジ
といわれるアイスランド社会での有力者の家系では影響力を失う者達が多
数出る中で，ノルウェー王に忠誠を誓い，役職を与えられるなどして力と
富を得た新興の有力者や富裕層，聖職者達がアイスランド独自の騎士のサ
ガ創作の担い手であったと言われている（Glauser 1983）
22）
。ノルウェー王
から与えられた役職によって生計を立てていた人物が力を持ち，創作の中
心にいたのであれば，Tristrams saga のような，たとえ媚薬というやむを
得ない要因によって引き起こされたとはいえ，主君とその臣下の間で主君
の妃を巡って険悪な関係に陥る作品の内容に疑問を呈し，Jalrmanns saga
のように，たとえ臣下が主君から多少理不尽な目に遭わされても主君のこ
とを第一に考え，不倫につながり得る状況にも動じず，誠実に主君に尽く
す様を理想として描く作品が生まれるのは自然なことであろう。もっとも
Saga af Tristram には，言わばトリスタン物語ないしは Tristrams saga と
いう枷があるものの，その枷のある中で，Saga af Tristram では可能な限
りまで，仕える側と主君の双方が互いに尊重し合う関係が描かれているの
だと言えよう。そして，Jarlmanns saga のような一部のアイスランド独自
の騎士のサガでは，その枷から解放されて，作者が理想とする主君と臣下
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の関係が描かれているのだと言えよう。しかし，Jarlmanns saga では
Saga af Tristram の場合とは逆に，Hermann のような，臣下に理不尽な疑
いをかけるような主君像が描かれている。それは，当時のアイスランドの
騎士物語の担い手達が国外の支配者，およびその支配下にいなければなら
ない状態に対し，たとえ一時であっても抱いたことのある葛藤が反映した
ものであったかも知れない。
なお，求婚相手の女性像については，求婚がプロットを規定する他のタ
イプの騎士のサガ等と合わせ，稿を改めて考察したい。
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